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今般、一部のクリニック等において、2 型糖尿病治療薬である GLP-1 受容体作動薬を、

適応外使用である美容・痩身･ダイエット等を目的として自由診療での処方を宣伝する医療

広告が散見されます。我が国において 2020 年 7 月時点で、一部の GLP-1 受容体作動薬に

ついては、健康障害リスクの高い肥満症患者に対する臨床試験が実施されていますが､その

結果はまだ出ていません。したがって、2型糖尿病治療以外を適応症として承認されたGLP-

1 受容体作動薬は存在せず、美容・痩身･ダイエット等を目的とする適応外使用に関して、

2 型糖尿病を有さない日本人における安全性と有効性は確認されていません。 

医師とくに本学会員においては、不適切な薬物療法によって患者さんの健康を脅かす危

険を常に念頭に置き､誤解を招きかねない不適切な広告表示を厳に戒め、国内承認状況を踏

まえた薬剤の適正な処方を行ってください。また、特に本学会専門医による不適切な薬剤使

用の推奨は、糖尿病専門医に対する国民の信頼を毀損するもので本学会として認められる

ものでないことを警告します。 
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